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可逆圧縮技術に注目
 ＊繰り返し圧縮／復元しても画像劣化しない
新たな技術を開発（FantaPix）
 ＊デジタル画像を記録・保存するロスレス（可逆）圧縮技術
 ＊画像伸長時発生するブロックノイズを独自のベクトル処
 　理で除去
 ＊空間周波数を独自の手法で分析し予測再現し、濃淡のあ
 　る光を再現

本技術
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①圧縮率
（TIFFの約1/3）

②デジタル画像データ（RAWデータ）からアナログの光
を再現し、デジタル画像に光（アナログ情報）を与える

③高精細に拡大できる

現在のデジタル画像はモザイク画のようなもので、レンズ特性を活かしたアナログ写真のマイルドな
引き伸ばしのように、原理的に向いていないものでした。デジタル写真家が夢に見た、モザイクを
小さく砕いてスムージングなファイン化をデジタル画像で現実化したのがファンタピクスです！
デジタル画像の根元のモザイクを自由に操り、十分になし得なかった美しくおおきな写真データの
リアル化には、発想をアナログに戻し、今まで誰もが考えつかなかった「ピコピクセル化技術」の長
年の開発、完成において、脅威の処理を経て実現しました。
ピコピクセル化技術とは、言い換えればモザイク破壊技術（deモザイク）です。
今後デジタル写真に求められる、新世代の画像処理技術フォーマットの担い手として登場したの
が、可逆圧縮、ピコピクセル化技術、及びピクセルアプコン技術が一つになった、京都で生まれた特許技
術の「ファンタピクス」アルチマットロスレスデバイスエンジンです。

ロスレス・ピコピクセル化技術
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本技術の特徴①デジタル画像に光を与える
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本技術の特徴①デジタル画像に光を与える
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本技術の特徴②ピコピクセル化

FantaPix

ピクセルを細かく砕く
(ピコピクセル化 )

拡大時にもピクセル細かく砕く
（自動レタッチ）

デジタル画像
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本技術の特徴②ピコピクセル化
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本技術の特徴③輪郭がハッキリ（ブロックノイズが現れない）

RAWデータ
1139万 Pixel
(4134×2756) JPEGデータ 10253万Pixel

(12402×8268)

FantaPixならデジタル写真画像（1000万ピクセル）を1億ピクセルまで拡大（100倍面積）しても美しい画像が得られ
ます。デジタルデータ拡大時に発生する偽色やノイズが発生せず、まるでアナログ（銀塩）写真のように質感を再現し
ます。
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本技術のカラーマネジメント対応とビット深度補間技術について
FantaPix技術はカラーマネジメントに対応する仕様を持っています。
また、独自の色処理技術によりビット深度の補間にも対応しています。
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本技術の技術適用ガイド
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本技術の市場予測
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初年度 2年後 3年後

億円

本技術の見込まれる収益
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本技術（製品供給・技術移転情報）

Ⅰ. 製品・部品供給
 ＊共同開発:  内容による。但し受託開発は可能。
     実施実績有り（ファームの組込み、画像認証）
Ⅱ. 特許ノウハウライセンス情報
 ＊契約条件: 通常実施権
     対価は応相談
 ＊サンプル: デモソフト有り、開発キット有り
 ＊実　　績: 許諾実績有り
Ⅲ. その他
 ＊パッケージソフト（FantaPix＋）発売中
 ＊動画像対応の「fantapix/MP」を開発中
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出典：PCソフトウエア市場動向調査報告書（日本PC
ソフトウエア協会2006）

画像処理ソフト市場(参考)

• JPEGでForgent社は
＄１億以上のライセンス
料を獲得。
• Microsoft社は来年１
月Windows Media 
Photoを使ったソフト
を販売予定（プロ写真
家向け）。

• JPEGでForgent社は
＄１億以上のライセン
ス料を獲得。
• Microsoft社は来年１
月Windows Media 
Photoを使ったソフト
を販売予定（プロ写真
家向け）。
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【請求項１】
静止画像データを圧縮する画像処理方法であって、静止画像データを任意の画素数か
らなるブロックに分割する分割過程と、各ブロック内の一つの画素を基準画素として
選択する基準画素選択過程と、各ブロック内の基準画素以外の各周囲画素と、各周囲
画素に対応するブロック内の基準画素との画素値の差分値を算出する差分値算出過程
と、各差分値の出現率を求める出現率算出過程と、差分値と出現率の関係から特定の
出現率より大きい差分値の範囲を求め、この範囲を量子化範囲として求める量子化範
囲算出過程と、量子化範囲内の差分値を量子化する量子化過程と、基準画素の画素値
と、量子化済の差分値と、前記分割過程にてブロックから外れて端数となった端数画
素の画素値と、量子化範囲外の差分値のうち、少なくとも量子化済の差分値に対して
データ冗長度を抑圧するように可逆性の符号化を施すエントロピー符号化過程と、基
準画素の画素値に応じた基準画素データと、端数画素の画素値に応じた端数画素デー
タと、量子化範囲外の差分値に応じた範囲外画素データと、符号化済の差分値に応じ
た符号化済差分値データと、量子化テーブルを含む復元用データと、前記静止画像
データの画像ステータスとを含む圧縮データを生成する生成過程と、からなることを
特徴とする画像処理方法。 

【特許請求の範囲】
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